
第 30 回　９ 人 制 会 長 旗 争 奪 大 会

　平成24年5月13日(日)　札幌市豊平区体育館
　　　　開場 8:45 代表者会議 9:00 開会式 9:20 競技開始 10:00
　　　　　（体育室は 17:00 ～ 21:00 まで延長あり）

【 男 子 の 部 】

【 女 子 の 部 】

-

【 ４号球の部 】

【成績結果】
男 子 の 部 優　勝　葵クラブ 準優勝　ＢＡＴＴＬＥ ３位　郵政札幌（札幌市）

（札幌市） （札幌市）

女 子 の 部 優　勝　札幌市役所 準優勝　千歳かれん ３位　ＢＡＴＴＬＥ（札幌市）
（札幌市） （千歳市） 　　　北海道SNOW WHITE（札幌市）

４ 号 球 の 部 優　勝　爽和クラブ 準優勝　ＺＥＲＯ ３位　北野クラブ（札幌市）
（江別市） （札幌市） 　　　札幌クラブＧ（札幌市）

　
　

（Ａ・Ｂコ ト：白石区体育館 Ｃ・Ｄコ ト：厚別区体育館）
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優　勝
爽和クラブ(江別市)
（4年ぶり4回目）

優勝 札幌市役所
（5年ぶり2回目）

優　勝
葵クラブ(札幌市)
（2年ぶり8回目）

戦評（９人制男子決勝戦）両ﾁｰﾑ共にﾌﾙｾｯﾄで勝ち上がり勝利した方が優勝となる一戦。1ｾｯﾄ目は多彩な攻撃とﾌﾞﾛｯｸに勝ったBATTLEが必至に粘る葵ｸﾗﾌﾞを振り切り先取する。2
ｾｯﾄ目はｾｯﾀｰを代えたBATTLEの流れが乱れはじめ,対する葵ｸﾗﾌﾞは6番門間を絡めた攻撃が要所で決まりこのｾｯﾄを取り返し対とする。またもﾌﾙｾｯﾄまでもつれた試合の最終ｾｯﾄも
最後の最後までお互い譲らず一進一退の攻防となるが,2ｾｯﾄ目を取った葵ｸﾗﾌﾞがその勢いでﾁｰﾑが最後までまとまり,このｾｯﾄも奪いｾｯﾄｶｳﾝﾄ2-1で勝利し2年ぶり8回目の優勝を
飾った。

戦評（９人制女子決勝戦）決勝戦の1ｾｯﾄ目,攻撃的なｻｰﾌﾞと相手のﾐｽによりかれんがﾍﾟｰｽを握る。対する札幌市役所もｴｰｽにﾎﾞｰﾙを集め応戦するが,ｻｰﾌﾞｶｯﾄが最後まで乱れてﾘ
ｽﾞﾑを作れずかれんが先取する。2ｾｯﾄ目はﾚｼｰﾌﾞも安定して高さのある攻撃をする札幌市役所に対し粘りのﾚｼｰﾌﾞからｴｰｽに繋げるかれんの一進一退の攻防になる。終盤要所で
ｾﾝﾀｰ攻撃を折り交ぜた札幌市役所が一気に加速しこのｾｯﾄを取りｾｯﾄｶｳﾝﾄを対とする。ﾌﾙｾｯﾄまでもつれた決勝の3ｾｯﾄ目,お互いに打ちも打ったり又守りに守ったりと好プレーの
連続で白熱した接戦となる。次第に攻撃が単調になったかれんに対し多彩な攻撃を展開する札幌市役所が徐々にﾘｰﾄﾞを広げ粘るかれんを振り切ってこのｾｯﾄも連取して5年ぶり2
回目の優勝を飾る。

戦評（９人制４号球決勝戦）第1ｾｯﾄ,序盤爽和ｸﾗﾌﾞはｴｰｽ7番成田の活躍により8-4とﾘｰﾄﾞした。対するZEROはｴｰｽにﾎﾞｰﾙを集め応戦し流れをつかみ中盤から接戦なる。終盤爽和ｸ
ﾗﾌﾞは1番加藤のｻｰﾋﾞｽｴｰｽで抜けだし21-18で先取した。第2ｾｯﾄ,序盤から粘り強いﾊﾞﾚｰを展開したZEROが9-3とﾘｰﾄﾞする。中盤から爽和ｸﾗﾌﾞは拾って繋ぐﾊﾞﾚｰで加点し10-10と同
点とし第1ｾｯﾄ同様接戦となる。終盤爽和ｸﾗﾌﾞのﾚｼｰﾌﾞが良くなり,流れをつかんだ爽和ｸﾗﾌﾞが21-15と連取して4年ぶり4回目の優勝を飾った。


